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北見市における
「協働のまちづくり」について

ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

事務局長 逢坂 信治

2Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

私のパート

協働の議論の始まりとその背景

協働についての基本的なことがら

タウンネットワーク懇話会が北見市に提言

提言、その後の動き

コミュニティ再生講座、実施と市への報告

3Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

北見市タウン・ネットワーク懇話会

発足：平成１７年８月

構成：市内のボランティアグループ

事務局：北見市市民環境部市民活動課

アドバイザー：樽見弘紀（現北海学園法学部
部長）

座長/中川篤嘉 副座長/逢坂信治

4Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

協働の考えがでてきた背景

社会

ライフスタイルや価値観の多様化

地域・市民

人と人のつながりがうすくなった

地域で助けあい安全で安心な生活がくずれそう

行政

深刻な財政難

市民の多様な住民サービスに対応できない
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5Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

コミュニティの頑張り

コミュニティ

エリア型コミュニティ

テーマ型コミュニティ

コミュニティを育てる

交流の場を設ける

垣根を取り払う

地域力

人の絆が豊かで元気なコミュニティ

6Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

協働はなぜ必要か

「協働」を押し進める

行政とあらゆる主体が行動を共にする

お互いの長所や資源、知恵と発想

新しいコミュニティの創造

地域の特性や住民ニーズ

個性豊かで活力に満ちた

7Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

協働とは

市 民

行 政

市民相互の協働

市民と行政の協働

複数の主体が、同じ目的のために協力して働く

8Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

協働のいいところ

多様できめのほそやかな公共サービスの提供

心の豊かさの向上

コミュニティの活性化

行政の効率化と意識改革

人の絆が豊かで元気なコミュニティ
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協働の仕組み/地域住みよい会

地
域
の
課
題
は
み
ん
な
で
考
え
、

住
民
自
ら
解
決
す
る

10Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

協働の仕組み/北見テーブル

11Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

北見市タウン・ネットワーク懇話会が提言

平成１９年３月

12Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

北見市の協働のバイブル

協働のまちづくり

北見市まちづくり基本条例

（施行：平成２２年１２月）
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提言、その後の動き

北見市市民環境部 市民協働推進室

市民協働推進課

平成１９年４月に発足

14Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

住民協働組織←地域住みよい会

15Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

上ところさくら会/構成

地区⾃治会連合会 診療所運営委員会 地区⻘少年健全育成推進会
連合町内会 防犯協会⽀部 ⼦供会育成会
⾃治会連合会 交通安全協会⽀部 保育所運営委員会
各連合⾃治会（３） 消防団分団 ⼩学校ＰＴＡ
住⺠センター運営委員会 消防後援会 中学校ＰＴＡ
ＮＰＯかみところ 婦⼈防⽕クラブ 体育協会
ＪＡ⻘年部⽀部 猟友会⽀部 パークゴルフ協会
ＪＡ⼥⼦部⽀部 商⼯振興会 地区⽼⼈クラブ
JAフレッシュミズ⽀部 ホタル友の会 ⺠⽣委員・児童委員協議会
かみところネット ⾦⽐羅太⿎保存会
地区盆踊り保存会
コミュニティプラザ運営委員会

16Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

上ところさくら会/組織

総会

自治活動・福祉部会 安全・安心部会 まちづくり・イベント部会

三役会 役員会

青少年育成部会
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上ところさくら会/組織

住⺠要望を把握する活動
⽣活を改善するための活動
地域保健・福祉を増進する活動
地域活動拠点施設の維持・運営
地域情報収集・発信する活動
安全・安⼼な地域作りを推進するための活動
・防犯・防⽕・防災対策
・交通安全対策事業
・地域内パトロール事業
住⺠交流を促進する活動
・夏まつり、スポーツ⼤会等
地域⽂化の振興を図る活動
・芸術鑑賞、⾦⽐羅太⿎等
地域産業の振興を図る活動
⻘少年が健やかに成⻑するための活動
・⻘少年育成事業
・こども交流事業
・⼦育て⽀援事業

●安全・安⼼部会

●まちづくり・イベント部会

●⻘少年育成部会

●⾃治活動・福祉部会

18Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

コミュニティ再生講座

主催：ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

後援：北見市

支援：財団法人北海道地域活動振興協会

アドバイザー：樽見弘紀（現北海学園法学部部
長）

平成２３年９月～１２月 ３回開催

市民ベースでの振り返りと明日に向かって

19Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

webサイト
「コミュニティ再生講座」へリンク

20Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

北見市へ報告書を提出

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
講
座
」
報
告
書

Ｈ２３/１２/２７
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講座を終え、明日に向かって

浮かび上がった課題

住民協働組織への市民の認識が低い

新しい住民協働組織の設立の進捗がおそい

22Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

講座を終え、明日に向かって

私たちが企画・実施すること

住民協働組織ついての市民への広報活動

住民協働組織を新たに立ち上げる支援活動

現在活動している住民協働組織への支援活動

仲人会議「北見テーブル」の具体化への助言

23Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

本講座を終え、明日に向かって

私たちからの提言

住民協働組織への交付金のあり方の再考

住民協働組織の活動拠点の整備

仲人会議「北見テーブル」の制度設計

24Ｈ24/03/24ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

詳しくは次で

ＣＴＣきたみ中央まちづくり会の公式ブログ

http://d.hatena.ne.jp/soosaka/

「コミュニティ再生講座」のホームページ

http://itde.d.dooo.jp/81kyoudou/index
.htm
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ご静聴有り難う御座いました
ここで中川会長さんへ

バトンタッチです

ＣＴＣきたみ中央まちづくり会

事務局長 逢坂 信治
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